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平成１７年４月期  第１四半期財務・業績の概況（連結）     平成１６年９月１５日 
 

会社名 株式会社 メガネスーパー （コード番号： ３３１８   登録銘柄） 
（ＵＲＬ http://www.meganesuper.co.jp ）   本社所在都道府県 神奈川県 

代表者役職・氏名 代表取締役社長 田中 由子       
問合せ先 責任者役職・氏名 常務取締役   黒羽 誠一   ＴＥＬ：（０４６５） ２４ ―  ３６１１ 
 
１．四半期財務情報の作成等に係る事項 

  
① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ： 有・無 
② 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 有・無 
③ 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ： 有・無 
（注）当第１四半期より「四半期財務・業績の概況」の開示を行うため、前年同四半期における数値
及び対前年同四半期増減率を記載しておりません。 

 
２．平成１７年４月期第１四半期財務・業績の概況（平成 16年５月１日～平成 16年７月 31日） 
 
(1) 経営成績（連結）の進捗状況                  （単位：百万円未満切捨て） 

 売 上 高 営 業 利 益      経 常 利 益      四半期（当期） 
純 利 益       

 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 

１７年４月期第１四半期 9,559 (  －) 1,182 (  －) 1,149 (  －) 553 (  －) 
１６年４月期第１四半期   －  (  －)      －  (  －) －  (  －) －  (  －) 
(参考)１６年４月期 35,247    2,784    2,571    1,148    

 

 
１株当たり四半期 
（当期）純利益 

潜 在 株 式 調 整 後           
１株当たり四半期 
（当期）純利益 

 円    銭 円    銭 

１７年４月期第１四半期 50    31 －     － 
１６年４月期第１四半期 －     － －     － 
(参考)１６年４月期 111    14 －     － 
（注）①期中平均株式数(連結) 16年４月期 10,146,246株 17年４月期第１四半期 10,992,400株 
②売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示す。 

 
［経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等（平成 16年５月１日～平成 16年７月 31日）］ 
 
 当第１四半期における我が国の経済は、設備投資や輸出の伸びに牽引され、民間企業を中心に企業
業績の回復に広がりが見られ、景気指数の改善など、個人消費も穏やかながら着実に持ち直している
ものの、顧客の価値観や消費行動は多様化し、変化の激しい市場環境が続いております。 
 
 このような経済状況及び経営環境のもと、当社グループは「業界シェア 10％を目指した基盤づくり」
を長期的経営目標とし、当連結会計年度は“愛される店づくり”を全社的啓蒙運動として全面に打ち
出し、「顧客づくり」の一年と定めております。 
 また、眼鏡小売業界における企業間競争が一層激化する中で、当社グループの経営基盤の更なる強
化に向けて、「利益体質の強化」、「出店政策」、「財務体質の強化」、「需要拡大及び競争力強化」に重点
を置いた取り組みを開始致しました。 
 
 具体的には、利益体質の強化策におきましては、「店舗別採算管理の強化」と「売上総利益率の改善」
を掲げ店舗別損益管理の徹底を図り、収益性を改善すべく不採算店舗を閉鎖し、閉鎖店舗の人員を売
上の獲得できる店舗に再配置する等の合理化施策を当連結会計年度も積極的に推し進めております。
また、高機能商品の拡大とＰＢ（プライベートブランド）商品の強化及び物流センターの安定稼動等
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により原価低減化が実現でき、売上総利益率が大幅に改善されております。 
 
 次に、出店政策におきましては「出店計画の実行推進」、「人材確保と育成」を掲げ、首都圏及び関
東圏の重点エリアへのドミナント出店推進を一段と加速し、地域一番店を目指しております。また、
適正人員の配置を促進し、「愛される店づくり＝顧客づくり」のための社員教育に注力し、業界ナンバ
ーワンの店舗社員の育成を目指しております。 
 
 財務体質の強化策におきましては、中期的な経営指標指数値として、総資本利益率（ＲＯＡ）3.5％、
株主資本利益率（ＲＯＥ）14.5％、有利子負債比率 30％以内の数値目標を掲げ、事業拡大に努めてお
ります。 
 
 需要拡大及び競争力強化の施策におきましては、当社グループ独自の店舗外営業サービス活動専門
チームであるオプト号部隊を中心とした活動強化による集客力向上を目指し、指定店（企業）・ご優待
（商店）先への積極的なサービス活動を推進し、成果をあげております。 
 
 以上の結果、当第１四半期連結会計期間の業績は、既存店の売上が順調に推移し（前年同期比 2.0％
増）、売上高は 9,559百万円、営業利益は 1,182百万円、経常利益は 1,149百万円、第１四半期純利益
は 553百万円となりました。 
 
(2) 財政状態（連結）の変動状況 

 総 資 産 株 主 資 本      株主資本比率 １株当たり 
株 主資 本      

 百万円 百万円 ％ 円    銭 

１７年４月期第１四半期 36,480 9,536 26.1 867    56 
１６年４月期第１四半期 － － － － 
(参考)１６年４月期 36,353 9,225 25.4 837    38 

(注)期末発行済株式数(連結) 16年４月期 10,992,400株 17年４月期第１四半期 10,992,400株 
 
【連結キャッシュ・フローの状況】 

 営 業活 動に よる          
キャッシュ・フロー 

投 資活 動に よる          
キャッシュ・フロー 

財 務活 動に よる          
キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物
期 末 残 高          

 百万円 百万円 百万円 百万円 

１７年４月期第 1四半期 △69 △499 276 3,876 
１６年４月期第１四半期 － － － － 
(参考)１６年４月期 2,699 △1,215 1,001 4,169 

 
［財政状態の変動状況に関する定性的情報等（平成 16年５月１日～平成 16年７月 31日）］ 
 
① 財政状態（連結）の変動状況 

 
当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ 126 百万円増加致しまし
た。これは、主に売上高増に伴う売掛金の増加 220 百万円、新規開設店に伴う敷金及び保証金の増加
225 百万円となりましたが、現金及び預金が 285 百万円減少したこと等によるものであります。また
負債は、前連結会計年度末に比べ 184 百万円減少致しております。これは、未払法人税等の減少 801
百万円、借入金の減少 708 百万円となりましたが、社債が 1,250 百万円増加したこと等によるもので
あります。 
 
 当第１四半期連結会計期間末における株主資本は、前連結会計年度末に比べ 311 百万円増加致しま
した。これは、当第１四半期純利益額の増加 553 百万円となりましたが、前会計年度利益処分による
株主配当等の支出により 240百万円減少したこと等によるものであります。 
 
その結果株主資本比率は、前連結会計年度末に比べ 0.7％増加、26.1％となりました。また、１株当
たり株主資本も同様に前連結会計年度末に比べ 30円 18銭増加、867円 56銭となりました。 
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② 連結キャッシュ・フローの状況 

 
 当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ 293 百万円
減少し、当第１四半期連結会計期間末には 3,876百万円となりました。 

 
当第１四半期連結会計期間末における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおり
であります。 
 
（営業活動によるキャッシュ・フロー） 
営業活動の結果使用した資金は、69 百万円となりました。これは税金等調整前第１四半期純利益

1,077百万円となりましたが、法人税等支払額が増加したこと等によるものであります。 
（投資活動によるキャッシュ・フロー） 
投資活動の結果使用した資金は、499百万円となりました。これは 14店舗の新規開設等による有形
固定資産の取得並びに敷金及び保証金の支払による支出等によるものであります。 
（財務活動によるキャッシュ・フロー） 
財務活動の結果得られた資金は、276百万円となりました。これは社債発行による収入が増加したこ
と等によるものであります。 
 
３．平成１７年４月期の連結業績予想（平成 16年 5月 1日～平成 17年 4月 30日） 
 

 売上高 経常利益 当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 

中  間  期 18,649 1,593 695 
通     期 37,102 2,853 1,239 
（参考）１株当たり予想当期純利益（通期）  112円  74銭 
 
［業績予想に関する定性的情報等（平成 16年 5月 1日～平成 17年 4月 30日）］ 
 
 激安メガネブームも沈静化し、消費の変化が眼鏡小売業界にも押し寄せ、販売単価が上昇傾向とな
り、競合各社の４月以降既存店売上高が回復基調になっております。 
 平成 17年４月期の連結業績予想につきましては、8月も売上高は引続き堅調に推移しているものの、
台風等の自然災害の影響や、企業間競争の激化も加速する事が予測され、当第１四半期連結会計期間
の売上高、利益ともに順調な業績にて推移致しましたが、秋以降の売上高につきましては予断を許さ
ず経営環境は厳しく引続き不透明な状況が続くものと考えられ、平成 16年６月 25日発表の中間期及
び通期の連結業績予想の変更はありません。 
 
 
※上記に記載した業績予想数値は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成された
ものであります。実際の業績等は、今後様々な要因により当該予想数値と異なる場合があります。 
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〔添付資料〕 

１．第１四半期要約連結貸借対照表 

 
当第１四半期 
連結会計期間末 
(平成16年７月31日現在) 

前連結会計年度の 
要約連結貸借対照表 
(平成16年４月30日現在) 

区分 金額(千円) 
構成比 
(％) 金額(千円) 

構成比 
(％) 

(資産の部)       

Ⅰ 流動資産       

１ 現金及び預金  4,276,649   4,561,842  

２ 売掛金  1,068,356   848,345  

３ たな卸資産  3,790,982   3,689,555  

４ その他  865,177   1,050,852  

貸倒引当金  △23,335   △17,300  

流動資産合計  9,977,830 27.4  10,133,295 27.9 

Ⅱ 固定資産       

１ 有形固定資産       

(1) 建物  5,004,808   4,998,293  

(2) 土地  7,959,031   7,959,031  

(3) 建設仮勘定  16,245   15,527  

(4) その他  1,561,211   1,540,004  

有形固定資産合計  14,541,297 39.9  14,512,856 39.9 

２ 無形固定資産  287,865 0.8  309,331 0.8 

３ 投資その他の資産       

(1) 敷金及び保証金  9,522,751   9,297,320  

(2) その他  2,187,538   2,160,102  

貸倒引当金  △87,399   △87,534  

投資その他の資産合計  11,622,890 31.8  11,369,889 31.3 

固定資産合計  26,452,052 72.5  26,192,077 72.0 

Ⅲ 繰延資産       

社債発行費  50,632   28,479  

繰延資産合計  50,632 0.1  28,479 0.1 

資産合計  36,480,515 100.0  36,353,852 100.0 
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当第１四半期 
連結会計期間末 
(平成16年７月31日現在) 

前連結会計年度の 
要約連結貸借対照表 
(平成16年４月30日現在) 

区分 金額(千円) 構成比 
(％) 金額(千円) 構成比 

(％) 

(負債の部)       

Ⅰ 流動負債       

１ 支払手形及び買掛金  4,905,591   4,810,484  

２ 短期借入金  3,297,968   2,613,160  

３ 未払法人税等  416,719   1,217,843  

４ 未払費用  1,458,512   1,689,023  

５ その他  1,749,622   1,549,689  

流動負債合計  11,828,414 32.4  11,880,200 32.7 

Ⅱ 固定負債       

１ 社債  3,150,000   1,900,000  

２ 長期借入金  6,697,974   8,091,690  

３ 退職給付引当金  892,889   873,674  

４ 役員退職慰労引当金  1,483,313   1,483,313  

５ 預り保証金  2,855,460   2,855,460  

６ その他  35,898   44,311  

固定負債合計  15,115,534 41.5  15,248,448 41.9 

負債合計  26,943,948 73.9  27,128,649 74.6 

       

(少数株主持分)       

少数株主持分  ― ―  ― ― 

       

(資本の部)       

Ⅰ 資本金  1,071,080 2.9  1,071,080 2.9 

Ⅱ 資本剰余金  1,006,600 2.8  1,006,600 2.8 

Ⅲ 利益剰余金  7,452,935 20.4  7,140,113 19.7 

Ⅳ その他有価証券評価差額金  5,951 0.0  7,409 0.0 

資本合計  9,536,567 26.1  9,225,203 25.4 

負債、少数株主持分 
及び資本合計 

 36,480,515 100.0  36,353,852 100.0 
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２．第１四半期要約連結損益計算書 

 

当第１四半期 
連結会計期間 

(自 平成16年５月１日 
至 平成16年７月31日) 

前連結会計年度の 
要約連結損益計算書 
(自 平成15年５月１日 
至 平成16年４月30日) 

区分 金額(千円) 百分比 
(％) 金額(千円) 百分比 

(％) 

Ⅰ 売上高  9,559,507 100.0  35,247,038 100.0 

Ⅱ 売上原価  2,536,352 26.5  9,736,060 27.6 

売上総利益  7,023,155 73.5  25,510,977 72.4 

Ⅲ 販売費及び一般管理費  5,840,805 61.1  22,726,553 64.5 

営業利益  1,182,349 12.4  2,784,423 7.9 

Ⅳ 営業外収益  38,596 0.4  164,248 0.5 

Ⅴ 営業外費用  71,308 0.8  377,420 1.1 

経常利益  1,149,637 12.0  2,571,252 7.3 

Ⅵ 特別利益  ― ―  50,566 0.1 

Ⅶ 特別損失  72,406 0.7  238,108 0.7 

税金等調整前第1四半期
（当期）純利益 

 1,077,231 11.3  2,383,700 6.7 

法人税、住民税及び事業税  375,611 3.9  1,394,449 4.0 

法人税等調整額  148,510 1.6  △158,889 △0.5 

第１四半期（当期）純利益  553,110 5.8  1,148,139 3.2 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


